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 リスクの計量化・可視化 

 研究会 

 

 

 

「リスクの計量化･可視化研究会」 
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はじめに 

２１世紀は、地球環境や地球気候の激変、テロや地域紛争、人口の 

増大と食糧危機、エネルギー危機、高齢化少子化、社会負担、現場 

の過誤等広範囲なリスクが予測され、その規模も大きく、国際的なリ 

スクマネジメントが大きな課題となる。 

このためには、リスクの内容別にその原因を究明するとともに、科学 

技術の新たな展開と整合して、計量化・可視化を行い、リスクの構 

造や意味を明確化し、対策が体系化される必要がある。 

 ＊リスクという言葉は、「イタリア語のrisicare」に由来する。この言
葉は「勇気をもって試みる」という意味を持っている。 

  （「リスク」（ピーター・バーンスタイン著）から） 

  

１．リスク体系 
  ●人間の社会活動の活発化や科学的な膨大な知見に伴い、リスクは、 

    ますます拡大し、複雑化していく傾向にある。 

    （リスクの定義） 

 

リスクの存在 

・自然災害 

・温暖化 

・砂漠化 

・汚染 

・地震 

・環境破壊 

・飢饉 

・姿なき犯罪 

・弱者軽視 

・価値の多様化 

・核家族化 

・地域破壊 

・交通事故 

・戦争 

・紛争 

・テロ 

・貧困／差別 

・放射能汚染 

・ゴミ汚染 

・食糧危機 

・ストレス 

・伝染病 

・新病原菌 

・成人病 

・感染（院内感染） 

・高齢化 

・負担増加 

・年金破綻 

・資産減価 

・人口アンバランス 

・仕組みの変動 

・システムの複雑化 

・情報ウイルス 

・情報セキュリティー 

・操作誤り 

・製造責任 

・品質確保 

・情報ギャップ 

・工業化／機械化の弊害 

・企業モラル低下 

・デスバレー 

・合併／買収 
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（参考）リスクの構造分析 

  ●人間の知的体系は、自然リスクや人為リスクをシステム化しまた
システムリスクをも減少させてきたが、新たな脅威も増加傾向にある。 

自然リスク 

システムリスク 人為リスク 

低
下 

予測 

対応能力／対策 

仕組み 

環境破壊 

被害 

再生装置破壊 

モラル 

教育 

複雑化 

意図的ミス 

システム高度化 

品質／技術向上 

複雑化 

専門分化 

新たな脅威 

リスクの相互関係 

（スピード化） 

システム化 

２．リスク可視化モデル 

（キーワードと相互関係） 

  ●リスクを計量化し、モデル化し、将来予測を解明することで、リスクを  
克服してきた。 

リ
ス
ク 

原因解明 可視化 

（数値化） 
対策 

（リスクの許容） 
実行 

原因のモデル化 

（数量化） 

原因の複雑化と 

不明確性 

予測可能性 

予測不能 

対策可能 

（最適対策） 

対策不能 

（副作用） 

・利害関係／組織 

・公的対策／予算 

・社会的不便／対策アイディアの脆弱性 

・システムの不在 

・コストの規模 

事前（予防） 

最小限 

発生後 

新技術 

仕組み 

影響 

評価 
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事例（地震） 

計量化・可視化の対象は、 

１．活断層の活動周期 

２．時期的な可能性（統計や活動周期分析） 

３．規模と波及（規模、波及速度、破壊力）及び頻度 

４．影響や被害（死者、負傷者、倒壊家屋、決壊箇所、交通事故、火災事
故、分断箇所他）やその総額 

５．ライフライン（避難場所、食糧確保、通信・電気・ガス・水道の復旧、病
院等医療確保、ごみ処理、トイレ等） 

６．情報管理（余震、事故対策情報、行方不明者情報、生存者情報、身
元確認情報、変化する状況確認、救援活動情報、治安対策情報他） 

事例 

７．対策コスト（予測システム、防震対策、防災対策、情報ネットワーク、
食糧・エネルギー等備蓄、家屋保護強化対策、緊急医療対策、生活
救援物資の確保と運送、情報管理、データ復旧安全確保、人的被害
に伴う作業遅延、就職活動支援、事前訓練費用、海外脱出、政治経
済活動の復旧、保障費用、生活の日常化他） 

８．マネジメント等人材教育 

９．リアルタイムでの対策と結果シミュレーション 

等の必要性がある。 
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（参考）リスク計量化・可視化（地震） 

・発生統計 

・断層の形態 

・断層エネルギー変化 

・地震の振動スピード 

発生前提・与件 

・予測時期 

・予測規模 

・予測被害 

・予測事故 

・パニック災害 

・対策の時間 

・生活必需品容量 

・ゴミ廃棄物排出量 

・医療設備医療品 

被害与件 

・地形 

・密集度 

・人工物破壊程度分析 

・ゆれ方との関係 

・発生時間（火災、事故） 

・非難速度 

・備蓄程度 

・救援容量 

・２次的事故 

予測モデル シミュレーション 

・事前訓練の影響 

・防振対策 

・対応方法及び部門 

・情報収集方法 

・情報管理 

対策 

・事前対策 

・マネジメント方法 

・対策リーダー育成 

・混乱を前提にした 

適確は対応 

・精神的ケア 

・緊急対応 

・共助 

・教育 

計量化・可視化 

（参考）リスク可視化モデルと対策プロセス 

可視化モデルと対策 リスク対応能力向上 リスクの発見 

設計と評価 

可視化モデル設計 

コアプロセスの手順図 

と選択肢の相互作用 

全体シミュレーション 

影響内容 

／波及内容解析 

リスクの影響度 

結果の計量値 

予期せぬ影響予測 

対策 

対策のコスト化 

と対策プロセス解析 

対策方法と 

対策設計 

対策モデルの作成 

対策の完成度評価 

設計の手直し 
新規プロ知識の導入 

新しい開発技術 

有望効果項目の選定 

予防／対策／事後 

対策のコスト軽量化 

対策の効果 

モデルの評価 

目標管理 

人材育成プログラム 

事象の基因 

事象のプロセス 

原因のファクター抽出 

問題の原因分析 

リスクの評価） 

成果の明確なフォロー 

可視化の所在 
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（参考）リスク可視化における必要な横幹的体系案 

リスクの分析 

リスク原因関連基本知識 

問題プロファイル法 

システム評価学 

人間心理学 

社会行動工学 

社会統計学 

情報工学 

社会システム工学 

行動効果判断工学 

土木工学 

建築工学 

空間工学 

計量見積もり他 

可視化モデル 対策／評価 

シミュレーション工学 

複雑な計算工学 

モデル設計学 

行動波及工学 

マネジメント経営学 

可視化技術 

社会行動分析学 

仮説理論構成学 

社会現象計量学 

生態学／医学 

情報工学 

環境管理学 

社会心理学他 

組織学 

説得工学 

社会行動心理学 

システム工学 

コミュニケーション学 

リーダーシップ学 

総合エンジニアリング学 

総合政策学 

人間関係学 

カウンセリング学 

予防医学 

生態学 

評価学他 

３．リスクの対策体系要素 

リスク 

自然リスク（地球環境） 

災害 

テロ･紛争 

精神バランス･モラル欠如 

企業運営リスク（競争条件） 

資産リスク 

医療過誤・生産過誤 

高齢化社会リスク 

経済破綻リスク 

予防環境工学 

対立と協調の科学 

脳科学等の応用体系 

リスクマネジメント体系 

環境条件の激変対応 

システムの限界突破 

活力・問題解決力 

重点配分・業務革新 

自然治癒力・免疫力 

目標の変革 

高付加価値産業 

新しいバランスシート 

新しい視点と解決ツール 

リスクのカオス・パニック 

予測困難性 

メンテナンス資産拡大 

長期政策 

システム破綻 システムセキュリティー 

項目 解決ツール 根本課題 
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 ４．リスクの計量化･可視化マネジメント 

リスクの総合的なマネジメントは、リアルタイム情報の収集が、可能にする 

かどうかで、マネジメントレベルは、大きく異なる。またリスク対応風土の 

醸成が重要である  

事前 

・対策準備 

・社会的合意 

・対策コスト予算化 

・備蓄／事前ノウハウ 

・情報ネットワーク 

・情報と対応訓練 

対策マネジメント 

・与件の理解 

・計量化可視化 

の意味 

・関係部門 

・行動基準 

・連携事項 

・突発事項 

・取捨選択 

・優先事項 

・技術評価及び 

資源評価 

・組織能力評価 

・総合的な指示 

・組織間連携 

 

・リスク処理の評価 

・経過報告と分析 

・マネジメントの知見 

・組織能力開発 

・リーダーシップ 

能力開発 

・新しい課題発見 

・展開シナリオ 

・新しい発見の組み込み 

事後 

（参考）災害に対応する社会インフラシステム 

災害対応ノウハウネットワーク 

緊急コントロールシステム 

早期警報システム 

地下応用拡大 

危機管理マネジメント 

横断的指揮人材システム 

ノンリニア事故発生対応 

一環対応の仕組み 

救命訓練と人材 

分断対応システム 

国外避難システム 

地域共助体制 

長期対応システム 

都市再整備（分散化） 

食糧自給率向上 

介護ロボット 

パワードスーツ 

緊急キャシュシステム 

ＧＰＳシステム（位置） 

道路誘導システム 

統合情報ネットワーク 

地図情報ネットワーク 

センサーネットワーク 

監視画像ネットワーク 

挙動監視画像システム 

地下食糧備蓄システム 

双方向遠隔医療システム 

自己認識システム（確認） 

新たな基幹科学技術 
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最後に 

リスクの計量化・可視化のマネジメントは、計量化・可視化された 

シミュレーションをツールとして活用しながら、リアル内容別に対 

応する体系的な仕組みである。 

 

しかし、関連部門、活用技術、人的資源、仕組み等の評価を対応場 

面に応じて、判断し、適確な指示をマネジメントする必要がある。 

リスクの総合的なマネジメントは、リアルタイム情報の収集が、可 

能にするかどうかで、マネジメントレベルは、大きく異なる。また 

リスク風土の醸成が重要である  


